
第五だより 平成 15年 12月 (4)

一
第
二
地
域
の
歴
史
を
訪
ね
て

郷
上
史
家
　
後
藤
喜
平

殊
勝
寺
の
薬
師
如
来
は

六
の
坪
に
あ
っ
た
寺
か
ら

市
立
図
書
館
で
十

一
月
十
九
口
～
二
十
日
ま
で
、

掛
川
考
古
学
展
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
六
の
坪

遺
跡

（秋
葉
路
）
の
出
土
品
の

一
部
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
出
―‐
品
は
、
二
彩
、
ｉ
彩
陶
器
片
や

「寺
」
と
墨
書
し
た
杯

（
つ
き
）
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
注
目
し
た
の
は
、
大
き
さ
は
少
し
小
さ

い

が
、
奈
良
正
倉
院

の
国
宝

「
二
彩
壺
」
と
同
型

の
壷

の
あ

っ
た

こ
と
と
、
ま
た
遠
江
国
分
寺

の
瓦
と
同
じ

型

の
行
基
焼
の
鬼
瓦
と
軒

の
つ
ば
瓦
で
す
。

こ
れ
は
、
西
原

（六
の
坪
）
に
寺
の
あ

っ
た
証
明
に

な
り
、
『
大
池
村
誌
』
に
見
ら
れ
る
殊
勝
寺
の
寺
記

「境
内
の
薬
師
如
来
は
僧
行
基
の
作
と
言
い
、
天
正

の
兵
乱
以
前
は
西
原
に
あ

つ
た
と
さ
れ
、
元
和
三
年

（
一
人
〇
七
年
）
丁
巳
年
堂
宇
を
建
立
。
三
十
三
年

毎
に
開
帳
す
」
と

一
致
す
る
と
思
い
ま
す
。
薬
師
如

来
の
作
者
行
基
は
、
布
施
屋
を
建
立
、
土
木
工
事
を

行
い
民
衆
を
救
い
教
化
し
た
と
言
わ
れ
、
寺
の
東
の

大
池
も
人
工
池
で
あ
り
、
こ
れ
も
合
わ
せ
考
え
ら
れ

ま
す
。
大
化
の
改
新
の
条
里
制
区
画
が

今
に
残
る
大
池
田

な
お
六
の
坪
遺
跡
は
、
奈
良
時
代
以
前
よ
り
の
複

合
遺
跡
で
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
寺
院
跡
、
平
安
時

代
の
郡
街

（ぐ
ん
が
）
跡
と
解
さ
れ
る
調
査
結
果
も

出
て
お
り
、
六
の
坪
の
南
下
に
拡
が
る
大
池
田
圃

は
、
大
正
末
期
ま
で
大
化
の
改
新
の
条
里
制
の
区
画

そ
の
ま
ま
の
田
地
が
耕
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
歴
史
上
極
め
て
貴
重
か

つ
重
要
な
こ
と

と
思
い
ま
す
。

六の坪遺跡から出土 した鬼瓦 同じく出土 したつば瓦

［編
集
後
記
］
秋
は
各
部

の

企
画
が

い
っ
ぱ

い
で
、
福
祉

部
や
体
育
部

の
部
長
さ
ん
に

も
記
事
作
り
に
協
力
し
て
頂

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
し
た
。

∧
広
報
部
員
∨
　
戸
塚
良
次

（七
日
町
）、
杉
村
義
秋
全
一

瀬
川
）
、
藤

原
康
弼
（Ｌ
屋

敷
）、
柴

田
均
（秋
葉
路
）、

遠
山
陽

一
朗
（秋
葉
通
り
）、

鈴
木
敦
夫
（鳥
居
町
）、
伊
東

剛
（橘
町
）、
服
部
保
（末
広

町
）、
新
堀
光
男
（長
谷
）

殊勝寺の薬師如来

六の坪遺跡から出土 した二彩壺

第五地域センタい祭り

2月 15日 (日 )

絵画・書道 口短歌・俳句・ちぎり絵

絵手紙・手芸・人形 口紙細工・生花

草木染め・木工作品・写真・盆栽

その他趣味の作品など

応募期限:1月 15日 (木 )




